
10月23日に第3回勉強会を行い、江戸川区の考える
地域エネルギー事業についての説明を行いました。
会場となった松江第一中学校で使う電気は、千葉県
匝瑳市（ｿｳｻｼ）産の太陽光発電でまかなっています。

（仮称）
地域脱炭素を実現するための勉強会

第３回ふりかえり

江戸川区のエネルギー自給率
が低いため、年間９７７億円
が区外に流出しています。

一部でも区内に還元できれば
経済循環により大きな効果を
生みます。

江戸川区のエネルギー消費状況（2019年）

そのため、地域の雇用創出
や経済振興、災害対策にも
つながります。

区民による区民のための会社をみんなで作りあげていきましょう！

地域で会社を作ることで地域に寄り添う事業を進めます！

太陽光パネルと蓄電池
を区内で増やすことで
停電時にも電気が使え
たり、物価高騰・人口
減の影響を少しでも抑
えます。

断熱改修も進めれば省
エネになり、身体にも
家計にも優しいです。
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質疑応答（内容は裏面参照）

地域エネルギー会社が必要な背景と理由

当日の様子

①江戸川区では、太陽光パネル（蓄電池）を一戸建ての屋
根や集合住宅の壁面等に設置する事業を検討しています。

②また、断熱改修による省エネと、創エネ（電気をつくる）
の二本柱でCO2を減らし、快適な生活へつなげます。

③地元企業等の地域主体で太陽光発電等を行い、 電気
の地産地消により得た利益を地域に還元する事業です。

江戸川区が目指す地域エネルギー事業とは



脱炭素先行地域の実現のため

ア ン ケ ー ト に
ご 協 力 く だ さ い

①スマホのカメラを起動する

②左のQRコードを読み取る

③アンケートに答える

目 標 は 5 , 0 0 0 名 の 回 答

江戸川区環境部気候変動地域連携課
TEL ０３－５６６２－０６９４

地域エネルギー事業にリスクはないのか。

契約時点で設置可能性を含めて検討していきます。太陽光パネル

の故障はあまり多くないですし、災害時は保険で対応いたします。

ないとは言えませんが、少しでもご安心いただけるような事業にします。

みなさんのご質問・ご意見を紹介いたします！

協議会はどうなるのか。先に会社を立ち上げるのか。

いずれ勉強会と事業の担い手が合流し、協議会を立ち上げます。

同時並行で会社の立ち上げを行い、事業を順次拡大していきます。

勉強会を発展させ、協議会を作り上げます。併せて会社も立ち上げます。

30代、40代の参加者を増やすことが大事。この取り組みは防災・環境
・まちづくりと多岐に渡るため、横のつながりを増やすことが重要。

幅広い世代・機関の参加を促してよりより事業にしていきましょう！

どちらも大事。対話の場で具体的な方法を検討していきましょう。

温暖化の原因の一つは近代化。解決するには長い時間がかかるが、
一人一人が自覚してCO2を減らす取り組みを全力でやっていくことで
未来につながっていくのではないか。

次世代にバトンをつなぐ取り組みがまちづくりにもなります。

子どもたちの未来のための取組みがまちの魅力向上にもつながります。

バックナンバーはこちら↓

環境省モデル事業

第４回勉強会（次回）
日時：令和6年12月17日（火）
会場：タワーホール船堀 研修室

オンライン（ZOOM）開催


